
 

（様式３－１：単独１事業者による申請の場合） 

 

補助事業計画書②【経費明細表・資金調達方法】 

 

名 称：Hair＆Make**三宮店   

 

Ⅱ．経費明細表【必須記入】 

（単位：円） 

経費区分 内容・必要理由 
経費内訳 

（単価×回数） 

補助対象経費 

（税抜・税込） 

②広報費 
HP製作 

***㈱作成依頼 
500,000 500,000 

②広報費 
バナー広告費 

Google代理店依頼 
50,000×5回（月） 250,000 

（１）補助対象経費合計 750,000 

（２）補助金交付申請額   （１）×補助率 2/3以内（円未満切捨て） 500,000 

※経費区分には、「①機械装置等費」から「⑬外注費」までの各費目を記入してください。 

※補助対象経費の消費税（税抜・税込）区分については、公募要領Ｐ.59を参照のこと。 

※（２）の上限は５０万円。ただし「認定市区町村による特定創業支援等事業の支援を受けた小規模事業者」の場合は、上限 

１００万円。 

 

※以下に該当する場合には、□に☑（チェック）を入れてください 

  

 □ 「認定市区町村による特定創業支援等事業の支援」を受けた小規模事業者（申請時 

に「特定創業支援等事業により支援をうけたことの証明書」の添付が必須です。条 

件の詳細は公募要領 P.44参照。） 

 

Ⅲ．資金調達方法【必須記入】 

＜補助対象経費の調達一覧＞        ＜「２．補助金」相当額の手当方法＞(※３) 

区分 金額（円） 資金 

調達先 

 区分 金額（円） 資金 

調達先 

1.自己資金  250,000  2-1.自己資金 500,000  

2.持続化補助

金（※１） 
500,000 

 2-2.金融機関

からの借入金 

  

3.金融機関か

らの借入金 

  2-3.その他   

4.その他      

5.合計額 

（※２） 

750,000     

※１ 補助金額は、Ⅱ．経費明細表（２）補助金交付申請額と一致させること。 

※２ 合計額は、Ⅱ．経費明細表（１）補助対象経費合計と一致させること。 

※３ 補助事業が終了してからの精算となりますので、その間の資金の調達方法について、ご記入ください。 

【日本商工会議所提出用】 



（各項目について記載内容が多い場合は、適宜、行数・ページ数を追加できます。） 


